
設備メンテナンス・保守

西部ガス長崎株式会社 長崎工場

「業務や新人教育が効率的に行え、現場作業の正確さも向上しました」

導入背景 業務効率化や製造原価低減に寄与するため、デジタル技術を積極導入

15年に一度行われるというガスホルダーの非破壊検査を取材させていただいた。担当者が遠隔支援を受けながら、ガス
ホルダー内の検査を管理しつつ、MOVERIOの映像を記録（撮影用に、フラッシュ発光しています）。次回は15年後との
ことで、記録した映像により、どのように検査したかを将来役立てられる。従来は、文章による記録が中心だったという。

導入課題

管理コストの低減や省力化を推し進めたい

現場作業における保安面の信頼性を向上させたい

新人に技術・技能を効率良く継承させたい

導入効果

少ない人数でも効率的に点検や検査、訓練などが行える

遠隔支援により、現場で必要な資料などを素早く確認できる

現場に新人が向かっても、遠隔で指導が受けられる

Before

A f t e r

MOVERIO
導入事例

用　　途：設備点検などの遠隔支援

西部ガス長崎株式会社は、西部ガスホールディングスの地域会社として2021年に発足。長崎地区で、都市ガス、LPガス、電気などの

事業を展開する。同社長崎工場では、都市ガスを生産・供給しているが、2024年3月にエプソンのスマートグラスを導入。導入の

経緯や効果などについて、同社の大谷さん、中牟田さん、松尾さんの3名にお話を伺った。

所在地：〒851-1133 長崎県長崎市小江町2734-67

最寄駅：JR西九州新幹線・長崎本線「長崎」駅より車で約20分

ホームページ：https://www.saibugas.co.jp/nagasaki/index.htm

西部ガス長崎株式会社 長崎工場

使用機種：MOVERIO BT-45CS

　当社グループ生産部門には「保安の確保」と「安定供給」に加え、製造

原価の低減が求められています。これらの両立のため、デジタル技術

を積極的に導入検討しています。中でも長崎工場は、規模としては大きく

はなく、日々のメンテナンス業務などを少人数で効率的に行う必要が

あります。

　とはいえ、これらの業務に長けたエンジニアの数は限られており、人手

不足が深刻化する昨今、スマートグラスなどを用いた遠隔支援の必要性

を感じていました。遠隔支援ができれば、経験の少ないエンジニアで

あっても、管理室などにいるベテラン技術者らのアドバイスを受けな

がら作業でき、効率的な工事の記録や技術・技能の伝承に繋がると考え

たのです。

　遠隔支援は、コストを

抑えるのであればスマー

トフォンなどを活用する

方法も考えられます。し

かし、両手で作業をする

必要があるケースがほと

んどであり、その点から、

スマートグラスを導入す

ることに決定しました。

西部ガス長崎株式会社
長崎工場 マネージャー
大谷政和さん

西部ガス長崎株式会社
長崎工場
中牟田章彦さん

西部ガス長崎株式会社
長崎工場
松尾裕将さん

長崎工場の球形ガスホルダー。都市ガスを一時的に貯蔵するもので、
幾何容積：2007立法メートル、高さ：17.1メートル。15年に一度、
ホルダー内のガスを抜いた状態で検査を行い、安全性を確保する
必要がある。

ディスプレイ方式：シリコンOLED（有機EL）　解像度：1920×1080（Full HD）
質量：ヘッドセット部185g（シェード、ケーブル、インターフェイスボックス除く）

型　番：MOVERIO BT-45CS

使用アプリは
こちら

Atlas Direction株式会社製　Atlas Remote
撮影、録画、画面共有、チャットに加え、ポインタ表示で直感的に指示を伝えたり、画面ミュート、画面表示サイズ変更、外付けカメラ連携、他アプリ連携といった、

現場の作業を支援するのに特化した機能を持っています。

https://atlas-direction.co.jp/atlas-remote/ホームページ  



＊左記電話番号はKDDI株式会社の電話サービスを利用しています。＊左記番号がご利用いただけない場合は、携帯電話またはNTT東日本、NTT西日本の固定電話
（一般回線）からおかけいただくか、042-503-1969までおかけ直しください。

プロジェクターインフォメーションセンター 製品に関するご質問・ご相談に電話でお答えします 受付：月～金曜日（祝日・弊社指定休日を除く。詳しくはホームページをご覧ください）お問い
合わせ

エプソン販売株式会社

　導入からまだ日は浅いのですが、作業・訓練などに活用してスマー

トグラスの有用性を実感しています。長崎工場は都市ガスの製造工場なの

で、電気を扱う製品を持ち込めないエリアもありますが、そうした場所

以外では、これまで以上に積極的に活用したいと考えています。

　今後はより広範な作業・訓練に活用するのはもちろん、巡視、点検など

の日常的な業務や今回のガスホルダーの検査のように、遠隔支援だけ

でなく記録も重要になる分野まで、多くの業務での活用を考えています。

　近年、あらゆる企業で人手不足が課題になっていますが、本工場に限らず

スマートグラスは、そうした課題を解決するデバイスの1つだとも感じて

います。

今後の展望 日常的な巡視・点検から訓練や検査など、幅広く活用

西部ガス長崎株式会社 長崎工場MOVERIO
導入事例

エンジニアが見ているものと現場側の映像のズレ（視差）が少ない。導入したアプリも秀逸導入理由

　MOVERIOの導入にあたっては、他社製品も含めて実際に試用しま

した。採用の決め手となったのは、カメラがグラスの中心部に搭載され

ており、実際に現場のエンジニアが見ているものと現場側の映像の

ズレ（視差）が少ないこと、映像に十分な解像度があり、色再現が比較的

忠実で画質面でも優れていたことでした。

　加えて、アプリ「Atlas Remote」との親和性が高かった点があります。

アプリ自体も使いやすく、電波状況などに合わせて解像度などを素早く

変更できたり、ワンタッチでスマートグラス内の映像を点け消しできたり

するなど、実際の業務に柔軟に対応できることから、MOVERIO BT-45CS

とAtlas Remoteの組み合わせで導入することにしました。

西部ガス長崎株式会社 長崎
工場の全景。長崎市の一部と
時津町、長与町に都市ガスを
供給しており、約40,000㎡の
敷地がある。工場は少人数で
運営しており、遠隔支援の必要
性を強く感じていたという。

現場側と支援側の情報共有が容易で映像記録が残せる点も魅力活用

　スマートグラス使用により、現場側と支援側で情報の共有が容易に

なり、これまで以上に正確な作業が可能になりました。加えて、支援側が

ベテランであれば現場側は新人でも対応可能で、新人への技術・技能の

伝承も行いやすくなりました。これらは、以前であればベテランと新人の

2人が現場に行って教える必要がありました。管理コストの低減や省力化

が求められるシーンではスマートグラスの導入が最適な選択の1つで

あると感じます。

　スマートグラスに期待していたことの1つである、保安面の信頼性

向上に関しても、先述の情報共有などによる正確な作業が可能になった

ことで達成可能と考えています。さらに、今回取材していただいたガス

ホルダーの検査のように、長いスパンで行う検査などを映像記録として

残しておけるのもメリットが大きいと感じます。実際の現場でも「現場

側と支援側のコミュニケーションがスムーズに行える」「アプリもアイ

コンなどが分かりやすく、直感的に誰でも操作できると感じる」（中牟田

さん）、「映像がクリアで支援する側も指示が出しやすい」（松尾さん）と

好評で、今後活用シーンをさらに広げられたらと思います。

①現場側（作業者）は、スマートグラスを使用すること
で支援側からの指示に加えて、資料などを映像として
確認でき正確な作業が可能。

②支援側（管理センター）は、パソコンの画面で現場
から送られてくるリアルタイムの映像を見ながら、必
要な指示や資料の提示を行う。このときに送られてく
る映像と作業者の視野がずれていると的確な指示が
出せないが、BT-45CSでは視差が少なく、安心して
指示が出せる。

① ②

● MOVERIO活用の一例

ガスホルダー点検では、
現場側がMOVERIOを
装着。カメラが製品中央
にある（左の写真）こと
で、作業者と同じ視野を
支援側と共有できる。

BT-45CSにセット
されるコントロー
ラーは、スマートフォ
ンなどに近い操作
性で、アプリ（Atlas 
Remote）の作りも
良く、素早く快適な
操作ができる。




